
11月12日（金）に山形除雪ステーションで除雪車

出動式を行いました。

受注業者による除雪祈願祭、除雪作業の安全宣言を

行った後、除雪車両の点検を行い、出動しました。

山形国道維持出張所では、毎年この季節に除雪車出動式を行っています。

もうすぐ本格的な雪のシーズンとなります。

みなさまも、雪に備え冬タイヤへの早めの交換等をお願いします。

出動式では、永年にわたって除雪作業に従事し、冬

期道路交通の確保に貢献された方へ除雪従事功労者

表彰を行いました。

今年度の受賞者は
日本ロード・メンテナンス(株)
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渋谷建設(株)
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安達 秀明様 の３名です。
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山形市立蔵王第一小学校の３年生児童５７名を招待し、除雪
作業学習会を行いました。

約１９トンもある除雪グレーダーとの綱引きでは、密を避ける
ため１クラスずつとし、１人１人の間隔をあけて行いました。
人数が少なくても力を合わせて動かす事ができ、子どもたちは
とても喜んでいました。

綱引き後は凍結防止剤散布車の見学、除雪トラック等の乗車体
験のほか、除雪作業について学びました。
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除雪車出動式終了後、今年度から導入された可
変幅型ブレード搭載の新型除雪グレーダの発表
会を行いました。

「可変幅型ブレード」はベース機械のモデル
チェンジに伴い、東北技術事務所と山形河川国
道事務所が共同開発したものです。
新型除雪グレーダは従来の二人乗りから一人乗
りに変わるため、オペレータによる操作の負担
軽減等を重視し、「つかいやすく安全な可変幅
型ブレード」を目標に開発を行いました。

新型除雪グレーダは国道１３号の上山市、山形
市管内で使用予定です。

可変幅型ブレード（4m～6mに可変）


